
エアロゾルが夜空の明るさに及ぼす影響 

～新宿区での夜空の明るさ観測から探る～ 

 海城高校地学部 2年 西尾真輝 



 動機 

海城高校校舎から新宿方面を撮影 

新宿はどれほど夜空が明るいのか？ 

学校での夜空の明るさ観測を開始 



 目的 

夜空が明るくなるメカニズムの解明 

特に、人工的に夜空が明るくなるメカニズムの解明 



エアロゾル 

 今回の研究の位置づけ 

気体中に浮遊している微小な粒子 
ex. 黄砂、花粉、PM2.5  …… 

従来からの考え 

エアロゾルの影響を定量的に調べた前例はない…… 

エアロゾルが夜空の明るさにどの程度の 
影響を与えているのか明らかにした！ 

人工光 夜空の明るさ 
今回 



 今年度の取り組み 

・地上～高度４kmにあるエアロゾルが夜空の明るさに影響を及ぼす 

・その中でも特に地上～高度2kmにあるエアロゾルの影響が大きい 

前回 今回 

分析時刻 1時間毎 15分毎 

分析高度 約1km毎 300m毎 

分かったこと 

より詳細な分析で、より正確な結果を 

→分析精度の向上 



 分析方法 (比較するエアロゾルの高度の変え方) 

①地上から順に高度別で変えていく場合 ②1kmずつ高度別に変えていく場合 

比較するエアロゾルに関して、 

比較 比較 

○○時のエアロゾル 

○○時の 
夜空の明るさ 

○○時のエアロゾル 

この２通りに分けて分析 

 どの高度までにある 
エアロゾルの影響があるのか 

 どの高度の 
エアロゾルの影響が強いのか 



 分析結果 ① 

比較するエアロゾルを地上から順に高度別で変化させた時の相関係数の推移 

地上～高度5kmのエアロゾルとの相関が最も高い 

    地上から約高度5kmにあるエアロゾルが 
    夜空の明るさに影響を及ぼしている？ 

20:45 21:00 21:15 

夜空の明るさと最も良い相関を示すエアロゾルの高度が、 
分析する時刻によって変化 



分析時刻の変化に伴う、夜空の明るさと最も良い相関を示すエアロゾルの高度の推移 

 分析結果 ① 

・時刻が遅くなるほど、最高相関高度が低下 

・                   のエアロゾルが影響 
最大で、地上～高度5km 
最小で、地上～高度390m 



 考察 ① 

・新宿では、人工光≫エアロゾル 

人工光は十分上空まで到達していると考えられるので、 
原因はエアロゾルにある 

最高相関高度の低下について 

・エアロゾルは夜間は時間が経つに連れ、減少する 
  (∵夜間は大気の状態が安定し、エアロゾルが降下するから) 

∴時間経過に伴い エアロゾルが減少することで、 
   上空で人工光が十分に跳ね返せなくなり、 
   最高相関高度が下がる 
   



 分析結果 ② 

比較するエアロゾルを1kmずつ高度別に変化させた時の相関係数 

20:45 

120～1890mのいづれかの高度のエアロゾルとの相関が高い 

    地上～高度約2kmにあるエアロゾルの影響 
    が特に大きい 

0:00 3:00 

強い負の相関の存在？ 



 考察 ② 

仮説：上空と低空のエアロゾルには、反比例の関係がある 

最も相関が強い両者のエアロゾルを 
            そのまま抜き出して比較 

・ばらつきが大きく、あまり相関はよくない (相関係数0.5程度) 



 考察 ② 

上空 

低空 

エアロゾル 

総量をある高度を基準に二分して、 
分けた両者の関係を分析 

 ・  ある程度、負の相関が見られた (相関係数0.7～) 

∴ おおまかな傾向で見ると、エアロゾルは上空と低空で 
    反比例の関係があるので、負の相関が現れる 

おおまかな傾向を分析 
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